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多くの工夫で発注先から信頼を得る

「至誠」を社訓に短納期、全数良品の提供に努める

２台 のNC旋 盤とMCで の 穴 加 工を同 時
並行で行うことで短納期を実現しました。
また固 定 用 治 具を自 社 開 発することで、
発 注 先からの 信 頼を勝ち取ることもでき
ました。

機械加工業にとって最も大事なことは信
用です。精密加工が行え、納期が短く、
迅速に対応できるということが何より
重要です。設備の更新はそのためにも
大事なことだと考えています。

設備投資を今後どの
ように活かしていき
ますか？

特殊品のため今のところ応用は考えて
いませんが精密加工で必要なものがあ
れば対応したいと思います。

ロボット以外の分野
でも利用は可能なの
でしょうか？

産業用ロボット部品の量の拡大と納期
短縮が目的です。加工時に治具である
振れ止めは欠かせません。またMC加工
用の治具を作成する必要もありました。

精密加工が必要な
分野への対応も

補助金を利用した
経緯は？

　ロボット市場の拡大に伴って
受注も増えました。かつてアー
ムの月産は５個程度でしたが、
今では月産100個前後にまで伸
びました。納期についてもほぼ
１週間と半減できるようになり
ました。それまで遠方で加工し
て い た も の が 当 社 で で き る よ
うになったことから、随分とス
ピードアップできるようになり

ました。
　当社は少数精鋭に徹し、短納
期や全数良品の提供に努めてい
ます。新規設備を更新し続ける
ことで精密加工が要求される分
野で、今後も顧客ニーズを満た
していきたいと考えています。

納期短縮に
成功

　長さが600～700ミリメートル
のアームを加工するためには、振
れ止めと呼ぶ固定部品が必要にな
ります。これまで１台分しかな
かった同部品ですが、もう一つ追
加購入しました。２台の旋盤で同
時加工し、MCでの穴加工を短時
間で行う工夫も施しました。
　固定用の専用治具も独自に製
作しました。設計に関しては３
次 元CAD／CAM（ コ ン ピ ュ ー
ター利用設計･製造）を利用して
精度を高めたことで､ 安定的に
量産できるようになり、2度の試
作評価を経て､ 3度目で量産を実
現できました｡

治具の設計は
３次元CADを使って

　創業から50年以上にわたって
「至誠」を社訓に、精密機械部
品を製造してきました。近年は
産業用ロボットの需要が増え続
けており、生産量の拡大と納期
短縮を目的に加工用部品の購入
と専用治具の開発を進めました。
　 具 体 的 に は ア ー ム と 呼 ぶ ロ
ボットアームの切削加工に我が
社として初めて取り組みました。
NC旋盤とマシニングセンター
（MC）という工作機械を使う加
工工程を分割し、同時並行で行
うことで納期短縮に成功しまし
た。

産業用ロボットの
需要拡大に対応する
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産業用ロボットのアームの加工工程を見直し、専用治具
も開発することで業容を拡大しました。

NC旋盤とマシニングセンターの
加工を工程を分割し、同時並行で

行うことで生産の効率化と
短納期を実現
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